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(7)群馬県との「海外ビジネス展開にかかる協定」締結 

農林中央金庫 前橋支店（群馬県） 
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1 動機（経緯） 

群馬県は、総額が 1,000百万円を超えた農畜産物及び加工品等の輸出について、さらなる

促進を図るため、金融機関の機能（海外ネットワーク等）に着目し、「食農ビジネス」を

事業の柱に据える農林中央金庫に対して大きな期待を寄せていました。 

2 概要 

群馬県から農林中央金庫に対して海外ビジネスにかかる期待が寄せられる中、農林中央金

庫においても海外ネットワークを活用した輸出促進・地域創生に力を入れていることから

双方ニーズが合致し、「海外ビジネス展開に関する協定」を締結いたしました。 

3 成果（効果） 

連携策の第一弾として、シンガポールのＪＲカフェで群馬県農畜産物（りんご（二品種）、

日本酒・梅酒）をＰＲしました。イベントには 5日間で約 100 名のお客様に参加いただき、

アンケート調査の結果、りんごは約 8割から、日本酒・梅酒は約 6 割から良い評価を得ま

した。 

また、その他の連携策として、群馬県およびジェトロ群馬の主催する輸出関連セミナー

（2018年度は海外展開等にかかる 4 件のセミナー）への後援対応を実施いたしました。 

4 今後の予定 今後も輸出セミナーの共同開催や商談会等への誘致等において、連携を図っていきます。 

 

【協定締結式の様子】 【ＪＲカフェでのＰＲイベントの様子】 


